
胃カメラ洗浄・消毒手順

1.汚染物飛散防止のために用手にて弱アルカ リ洗浄剤 :Hクリーンを合ませた

ガーゼでスコープ外側を拭き取る。

2. スコープ内からの汚染物飛散防止のため 200m!の洗浄液吸引を行う。

3.送気、送水を行った後、内視鏡を本体から外す。

4.鮒子口より注射器を用いて Hクリーン 30m!を注入する。

5.鉛子口から注射器を用いて水 30m!を注入し洗い流す。

6.洗浄用シンク内流水下で洗浄フ.ラシにて紺子口、吸引口をプラッシング。

l吸引ボタン-1吸引口、吸引ボタン~鮒子口まできれいになるまでプラッシング。

7. ボタン類、鉛子栓を洗浄液内流水下でブラシ洗浄する。

8.大量の水道水で十分にすすぐ。

9. 自動洗浄消霧器にて洗浄 ・消毒 ・送気 ・アノレコーノレプラ ァシュする。

グラタラーノレ製剤を使用。 期限注意40回 or2 8日 侠気注意

*接続チュープが外れていないことを確認する。

10. スコープは湿気のないところで吊るして保管する。

ボタン類、鉛子栓は内視鏡から外し保管。

主甘子は感染予防のためディスポ」ザフツレとする。

ベッドサイド、床の分泌物は 0.1%次1I1I祖索敵ナトリウムで拭く。
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内視鏡のリプロセス
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([注意]消窃液慨用前に消母親製造販売業者が推奨する温度および服であることを確認してから使用してください.

園 内視鏡のセツテイング

・消萄液を入れた消i盟で大きなフタ付吾容器に内視鏡および洗浄アダプター
をì~潰し、すべての外表面が消毒液に完全に浸潰していることを確飽します.

・洗争アダプターのすべての部品在内視鏡に取り付けます.

チャンネルへの消湾海注入

・D}1引チャンネル

消母滞在先端部、管路プラグおよび組子口俊から気

泡が出なくなるまで‘少なくとち90mU主入します.

-副送水チャンネル
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-送気送水チヤシネル

消毒im在先端部および琶路プラグから気泡が出なく

なるまで‘少なくとも90mじ主入します.

①消略滞在ll!l後に注入するときは‘シリンジの
ピストンを艶いよく押して送波し、気泡が出
ないことを確認します.

気泡が出る場合はi肖萄;置の注入をあらためて

行います.

最多3伊
ゑ~I

4①内視鏡がi肖母;置から露出しないように菰液中で洗浄アダプタ 、シリンジなどを取り外します.

固 消毒液へのì~ì貫
，肖母液製造販売説者が推奨する温度‘濃度.時間で、

消母液中に内視鏡と洗浄アダプ夕 、付属品のボタン

などを漫，目して消留します.

・消毒後

1)内視鏡に洗浄アダプターのすべての部品を取り付け‘ _~ ~ n..-. 
おもりを:~lfll:!J(から空気中に取り出します. 配てrHr 目 -1r? (~ 
iQ;l引チャンネルおよび送気送水チャンネルに空気を び納基 怜鴻 ♂).二、
少なくとち90mL注入します /ノノノ 目 ./ 闘 でτ一寸 志忌事とてオ官1

2) LGコネクターを空気中に取り出し、シリンジを用いて 盟 国 ¥J I ---叫l.Ci
副送水チャンネルに空気を少なくとち30mL注入します /i¥. ..Ii¥. "-1 

3) mlH墨水口からシリンジを取り外し‘洗浄アダプターを取り付けたまま.内視鏡を消母液から取り出します.


